
読図演習（室内ゲーム）
• 演習１ 【正置の練習】

－簡略地図１の正置をしてください。

• 演習２【コンパス基本操作の練習１】(２人一組のチームを組んで練習、A,B,C,D,E,F)
－簡略地図１に従って部屋の中に山カードを配置して見よう。山名の下部に記述しているのは、中岳を中心とした方位と
およその距離を示します。１ｍをここでは、約１歩と仮定します。この演習2では、偏角の考慮は不要とします。
（磁北が真北を示すものとして方位の度数を解釈し、山カードを配置してください）
チーム毎に分担して方向を指示してください。支持された方向に移動する人は、クラス代表者の一人が専任します。

• 演習３【コンパスの基本操作２】(２人一組のチームを組んで練習)
－中岳周辺を始点として、①から④に支持した通りに移動してみてください。

スタート地点に印を置いて開始してください。演習2と同様に偏角の考慮は不要です。
チーム毎に、方向支持者、移動する人を決めてやってみよう！時間があまれば、担当者を変えて２回実施してください。

• 演習４【山座同定の練習１】(単独で練習)
－各人が異なる山頂に移動し、簡略地図１を活用し、選んだ山の山座同定を実施してみてください。

• 演習５【山座同定の練習２】（単独で練習）
－【演習例】あなたは、中岳から平治岳に移動中のA地点に居ます。右手に山が見えますが、何山ですか。

実際に部屋のA地点へ移動し、山座同定をしてみてください。
演習例を参考に、各自異なる山間の地点へ移動し、山座同定をしてみてください。

• 演習６【バックベアリングの練習】（ ２人一組のチームを組んで練習）
－中岳から久住山を目指し、B地帯を通過中ですが、ガスってしまい視界が利かない状況です。状況次第で、別れより右へ折れ

スガモリ方面へ下山したいと思っていますが、別れを通過したかも不明な状況です。幸いにも星生山の頂上付近のみが右手に確
認できました。B地帯に移動し、現在地を確認して、別れまで行く為に、このまま進むか、戻るかの判断を実施してください。
演習例を参考に各班異なる山間の地点へ移動し、判断してみてください。

• 演習７【クロスベアリングの練習】（ ２人一組のチームを組んで練習）
－【演習例】三俣山から平治岳へ移動中に薮こぎを強いられ、どこを歩いているか判らなくなりました。但し、山容から中岳、
大船山は認識できます。三俣山から平治岳の間の任意の場所へ移動して、現時地を把握してみてください。
演習例を参考に各組、異なる山間へ移動し、適宜２座を選定して、現在地を把握してみてください。

• 演習８
－本日配布した資料より、花尾山頂上付近の緯度、経度を述べよ。

• 演習９
－本日配布資料のフスブリ山へ行く途中のG地点で水が尽きてしまいました、湿原を除き水を探すとしたらどのエリアですか？


